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交換留学（派遣）近況報告書

留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

1. 出発前について

1-1. 交換留学以前に海外留学の経験はありますか。 
はい      いいえ

「はい」と答えた方は，留学先及び留学期間についてご記入ください。

 ＜国名＞                ＜期間＞   

1-2. 交換留学プログラムを最初にどのように知りましたか。 
□国際教育総合センターの教員 □友人

□以前に参加した先輩

□所属学部・研究科の教員

□所属学部・研究科の掲示板 □神戸大学のホームページ

□留学フェア □その他（具体的に）

1-3. この交換留学プログラムに参加した動機を教えてください。最もよく当てはまる動機を「４つ」選び， 
１～４まで順位を付けてください。（１：最も強い動機）

  学術的な目的（研究を深める等）     地理的な条件が良い

  語学力の向上     旅行ができる

  将来のキャリアのため（就職に役立つ等）    プログラムの時期が良い

  家族のバックグラウンドと関係がある     プログラムの期間が良い

  異文化体験    経費が安い

  個人的理由    その他（具体的に）  

1-4. VISAについて

VISAの種類：

申請先：  

必要日数： 

VISA取得にかかった費用：         
VISA申請のためにどのような書類の提出を求められましたか。どのように準備しましたか。 
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1-5   出発前に必要とされた予防接種の種類・回数・費用 
 
 
 
1-6. その他に必要だった手続き，方法，料金等 
 
 
 
 
2. 留学先到着後の手続きについて                                                                       
2-1. 到着時について 
 利用航空会社：                
 利用旅行会社（航空券の手配をした会社）：                   
 留学先大学最寄り空港名：                    空港 
 空港到着時間：         時頃 
 空港からの移動手段：□大学手配の出迎え □知人の出迎え □公共交通機関 バス，鉄道 □タクシー 

         □その他（具体的に）                   
 移動の所要時間・料金：          分，            
 空港からの移動の際の注意点： 
 
 
 
2-2. 留学生向けオリエンテーションについて 
 オリエンテーションの有無：□有り □無し 
 参加について：□必須 □任意参加 
 参加費用：□無料 □有料（金額：             ） 
 内容について記入してください。 
 
 
 
2-4. その他，渡航してから必要な手続きについて 
 現地で滞在許可書申請は必要ですか。必要な場合，申請方法，料金，取得に係る日数等を記入してください。 
 
 
 
 その他現地でした手続きは？（健康診断，予防接種等）有れば，方法，料金等を記入してください。 
 
 
 
 
 
3. 語学力向上のためのコースについて                                                                    
3-1. 語学力の向上のために，大学等のコースに参加しましたか。参加した場合，大学（語学学校）名，コース名，

料金，期間等を記入してください。 
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留学先大学：                              
留学先での所属学部・研究科：                     
留学先での在籍身分：                         
留学期間：    年   月～     年      月 
神戸大学での所属学部・研究科：                                       
学年（出発時）：           
本報告書記入日：        年    月    日 
 
出発前                                                     
どのように情報を集めましたか。参考になる本やホームページがあれば，記入してください。 
 
 
 
 
 
 
住居について                                                   

 ・住居のタイプ：□大学寮 □アパート □ホストファミリー □その他（具体的に）            
  住居（寮，アパート）の名前： 
 ・部屋の種類：□一人部屋 □二人部屋 □その他（具体的に）                   
 ・ルームメイト：□現地学生 □留学生（出身国：         ） □その他（具体的に）             

 ・どのように探しましたか。：□大学の斡旋 □自分で探した □その他（具体的に）                
 ・大学までの通学時間・手段：            分， 
 ・住居の周りの環境はどうですか。： 
 
 
 
 ・毎日の食事はどうしていますか。： 
 
 
 
・住居は渡航前に，または渡航後すぐにみつかりましたか。トラブルはありませんでしたか。： 

 
 
 
 
大学の授業について                                            
1. 履修登録について 
  ・履修登録の時期：□出発前 □到着後 
  ・履修登録の方法：□On-line □International Office等の仲介 □その他（具体的に）               
  ・登録時に留学生として優先・配慮されることはありましたか。：□無し □有り 
  ・優先・配慮があった場合，具体的に教えてください。 
 
 
 
  ・希望通りの授業が履修できましたか。：□はい □いいえ 

・希望通りの授業が履修できなかった場合，その理由を教えてください。 
 

 

 



神戸大学交換留学（派遣）近況報告書（様式１） 

２．現在までに，履修している授業について記入してください。 

No. コース名 教授名 時間数

／週 
留学先

での単

位数 

履修し

ている

学生数

予習，復習，テスト等についてアドバイスも

含めて教えてください。 

１       
 

２       
 

３       
 

４       
 

５       
 

６       
 

７       
 

８       
 

９       
 

１０       
 

 
３．授業（カリキュラム等）について クラスのサイズ、成績評価、現地学生の取り組み等 
 
 
 
 
 
 
一週間のスケジュール （授業時間，課外活動等，毎日の生活を記入してください。）                  

 月 火 水 木 金 土 日 

8:00 
9:00 

  10:00 
  11:00 
  12:00 
  13:00 
  14:00 
  15:00 
  16:00 
  17:00 
  18:00 
  19:00 
  20:00 
  21:00 
  22:00 

       

 

koryu2
タイプライターテキスト
（現地語・和訳）

koryu2
タイプライターテキスト

koryu2
タイプライターテキスト
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現在までの感想 自由に記入してください。(800字～) 
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	fill_1_5: 　私が留学しているピッツバーグという街は、ペンシルベニア州の南西部に位置する都市で、かつては鉄鋼業で、近年では医療や教育の街として栄えてきました。アメリカときくと気になるのが治安に関してですが、ピッツバーグは全米でも有数の治安が良い街であり、特に大学の位置するオークランド地区は学生街といった様子の、非常に落ち着いた住みよい場所です。もちろん全く不安がないとは言いきれませんが(4月末の深夜に学生を狙った誘拐未遂事件があった)、夜中にひとりで出歩かないなどの最低限の注意をしておけば、安全面に関して特に問題は無いように感じます。街には劇場や博物館といった文化施設、郊外にはショッピングモールやアウトレットなどの大型商業施設もあり、退屈さや不便さを感じることなく過ごしています。また食事に関しては、比較的美味しいレストランが数多くあり、移民大国アメリカならではのさまざまな地域の料理を楽しむことができます。もちろん日本食レストランや日本食スーパーもあるため、多少値は張るものの、恋しくなればいつでも日本の味を楽しむこともできます。

　大学生活に関しては、忙しいものの日本での学生生活とはまた違った刺激的な日々を送れています。学業の面では、英語での講義やディスカッションについて行くだけで必死ですが、日本とは異なった視点や考えをもつ学生と一緒に学ぶことで、さまざまな気づきや発見があります。また提出物や試験の解答に対して教授やTAがしっかりとしたフィードバックを与えてくれることもあり、自分自身の理解度を確認しながら勉強に向き合うことができます。生活面では、私が割り振られた部屋が現地学生2人との共同部屋ということもあり、プライベートがほとんど無い日々に疲れを感じることも多々ありましたが、一緒に生活することでこそ見えてくる彼らの文化や考え方の違いなどたくさんの発見もあります。また彼らとの英語での日常会話が多少でも自分の英語力向上に寄与してくれているのではないかと思います。

　留学生活も半分が終わり、これまでを振り返ってみると、うまくいったことよりも思い通りにいかなかったり、悔しい思いをしたりすることの方が多かったように感じます。自分の気持ちをうまく英語で表現できずもどかしさを感じたり、ルームメイトの会話に入っていけず寂しさを感じたり。ただこういった経験から、苦しいなかでいかに自分をコントロールして、状況をよくしていけるように努力できるかという、精神的な面でのタフさは少し身についたと思います。またここでのさまざまな失敗や苦悩を通して自分自身の弱さや逃げと向き合う時間も取れているようにように感じます。こちらに来る前に思い描いていたような楽しくキラキラした留学生活とはほど遠いですが、自分なりに実りのある日々を送れていると感じています。
　残り半分の留学生活、限られた時間のなかでいろいろなことに挑戦していきたいと思います。
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